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ワ カ メ養 殖 に 関 す る研 究

植木 龍男 ･沢田 満 ｡鹿内 浦春

は じ め に

昨年度に引続き,早期収獲用種菌の生産及び健菌を育成するため(こ,室内培養による培養液等の比較

試験を行なうと共に,今までの知見をもとにして種苗最産試験を行な った｡これらの種背は,養成試験

に使用した他は,各地の養殖研究会に配布した｡ また,養殖状況を把握するためにアンケー ト調査を行

な った｡

Ⅰ 種 苗 培 養 試 験
試 験場 所 : 当センター

試験期間 : 昭和47年7′月11月

試験方法 :

種苗鷺産試験のため, 1回目の遊走子付けを,,7月 12日にむつ市関根産の養殖芽株を1晩陰干しし
レ̀

たものを使用して,遊走子数 1･視野 (× 100)当たり5-10個を目安として行な った.採苗開始時

の水温は 19.7o Cであ った.採筒に使用した水槽は容罷7002のポリエチレソ水槽であ った.種苗

糸はクレモナ再撚 5番手18本及び20番手28本の糸を使用し,塩化 ビニールパイプを切 って縦 45

cm,横 60Cがこ組立てた種市枠に巻きっけた｡壇蒸海水は当セソターのろ過海水をろ過器(商品名-イ

フV ツVヤー )を開いて再ろ過後使用した.換水は配偶体期間には約 1ケ月毎に行ない,その都度Sck

一丁eiber氏液を添加 し,胞子体期間には10日毎に行ない,その都度Schreiber氏液にKZ,PⅡ液,

TrisBufferを加えたものを添加した,光源は,ファイロン波板の屋根を通して透通した自然準を利用し

7月 12日から9月 15日まではゴース,ポ リエチvy フイルムで遮光し,9月 16円から10月 1日

まではこれらをはずして必要な光景を得た.培養水槽は 150cm-× 650cmJX85cmのコンクT)- ト製

を使用した｡

培養液別培養試験のため,2回目の遊走子付けを, 7月21日に八戸市深久保産の天然芽株を 1晩陰

干ししたものを使用して,遊走子数 1視野 (×100)10倍程度を目安として行な った｡採苛開始時

の水温は19.7o Cであ った.採宙に使用した水槽は容患 48･eのアクリル水槽であ った.種萌糸は.

1回目の遊走子付けと同様のものを使用し,塩化 ビニール製の特殊種苗枠を使用して,種苗糸を屋根型

lこなるエう(こ巻きつけた.屋根型斜面の一辺は40C虎であ ったO培養海水はろ過海水を70 o CIこ加熱

滅菌したものを使用し,配偶体期聞(こは20日毎(こ,胞子体期間lこは 10日毎lこ換水した｡光源は蛍光

灯を使用した.培養液別培養試験の培養条件を第1表にまとめた0
-213-



＼/

育水増事業概要Vul･3(1974)

-第 1表 培養液別培養試験の方法

項目水槽 培 養 液■ 水 温 照

度 等水 槽 A 7月22日～9月21打→9月22日～11月10日 7月22日～9月21日は .7月22日～8月

5日は400Sckreiber氏液 - ES 液 20o Ca%9月22日～11月10日は 山⊥X,15時茸モ明8月6日～9月21日1,ODD工且

ユⅩ,15時雅章明水 槽 B 7月22日～9月21日→9月22日～11月10日Schreiber氏液 + KI+P液 + 16o C広瀬温

9月22日～11月10日Zyisbuffer → ES 液 5,6001ux,15

時操守明㌔水 槽 c

全 期 間 ES 液a)種苗量産試験試験中の水温及び照度は第 2表の通 りで,表面水温は 7月中旬に 1

9o C台で始 まり, 8月上,中旬◆tこ24o C台に達し,以後次第tこ降温して9月下旬には17o

C台を示しにO照度は, 9月中旬におおいを取り除くまで, 60- 1,2DOh xであ ったが,その後

はほぼ2,00_8mユⅩ前後を示した.第 2表 種苗

培養水槽の表面水温及び照度 (9時測定 )項一目
期間 水 温 (o c) ヽ

照 度 (LuX)範 囲 平 均 範 取 ､ 平 均7月中旬 19.2 - 21.6 20.4 140 一一 900 45D

下旬 20.2 - 21.9 21.5 500 - 800- 4

208月上旬 22.8 - 24.6 25.5 200

- 1,200 600中旬 25.5 - 24.8 24

.2 60 - 60〔〕 580下旬 20.9 - 22.2 2

1.5 120 - 800 5109月上旬 21.4 一一 22

.5 21.6 120 一一 700 420中旬 19.6 - 21.0 2(〕.5 150 - 1.8

00 740下旬 17.5 ～ 19.5 18.0 60つ ～ 4,200 2,660

10月上旬 16.7 - 4,000 -遊走子付け後のワカメ配偶体の発達は順調で,

遊走子付けしてか らゆ っくりと細胞数を増加させてゆき, 8月上,中旬には休眠状態(こな ったが,

細胞数の増加は続いた｡水温の低下 と共におおいをしている時期か らゆ っくりと成熟したが'おおいを

はずしてもす ぐには受精,胞子体の形成がなされず,蛍光灯下で培養した場合のように配偶体の細胞数が

急激に増加す ることもなく,配偶体内の成熟した細胞から,脚 こ受精,胞子体の形成,生長が行なわれた. 9月下旬には

配偶体だけの庖体より胞子体をもつものが多 くなり,海の表面水温が20
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った｡幼葉の大きさは10月 25日に～ 5mm,.r_日 月 18日(こは- 2C虎であ った.種苗糸は幼葉を密

生させていた｡第 5表に示したように,種苗巌産試験で生産した種苗は 5,000mで,-各地養殖研究会

に配布した｡

第 5表 種菌の配布先と配布月日

()内は種糸のm数b

)培養液別培養試験ワカメ配偶体を培養している水槽毎に見て,培養を始めた7月下旬(こは配偶体の発達に大

きな差が見1♪′られなか ったが,8月tこ入ると配偶体の発達の仕方や雑海藻の増え方(こ相違が起

った｡すなわち水槽A及びBでは,配偶体の発達には つき.i)し7TL相違はなく,強いていえは水槽 Bの方

が配偶体の細胞数が多い楓司が見られ払 水槽 Cは前2着壱較ぺて最も良く発達し,色素が濃 く細胞 自

体も幾分大き目であ った｡ また雑海藻の増え万も多か っだ｡ 9月中旬には,水槽 Cの雑菌糸に成熟した

配偶体が見 られた｡水槽 AとBとの間ではBの方が幾分早く成熟するエう(こ見 られた｡下旬lこ入 って照

度を増してか ら.雑海藻が繁殖したために,全水槽の培養海水の汚れが目立 ったが,掛 こ水槽 Cの培養

海水の汚れがひどくなったために,配偶体の成熟に著しい差が出来て胞子体の形成,生長(こも及んで,

種苗 としてはらん藻等が多く付着して比較的大 きな幼葉が散見されるだけのものであ った｡種苗枠の下

の方の種苗糸は,らん預などlこおゝわれていた｡水 槽 Bは培養海水の汚れがいく分多か ったが,種苗糸

の下の方の胞子体の発達が幾分悪いだけに とどま った｡水槽Aでは照度を増してか らも維海藻が余り発

達しなか ったために,胞子体の生長は他の水槽に較べて枠の上下間の差が少なく,胞子体の密度も高く.種番 とし

ては最も良か った｡ワカメを早期に収獲し健宙を得るためには,まず早期に確実に幼葉を得 られる

ような試験研究を行なう必要があるが,前述の比較試験では,Schreiber氏液で培養を始め,水温の低

下,照度の増加と共に官S液に よって培養したものが最も良いという結果が得られた.しかしながら残

りの2方法については雑海藻の繁殖す るのを抑制出来れば, より良しチ種苗が得 られる･tうに思われる｡

Ⅱ 養 成 試 験

試 験 方 法試験に使用した種菌は,室内培養種菌と海中培養種菌を使用した｡室内培養種

曲は,種苗培養試験で2回目の遊走子付けの際tこ同じ方法で同時に遊走子付けを行ない,培養方法も水

槽Aと同じ方法で行なって第4表の月日(こ沖出しし,本養成を行な った｡室円培養種苗は全試験場所(こおいて仮殖せず直接本
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養成した｡海中培養種苗は八戸市深久保産の天然芽株を使用し,八戸市深久保では地元で 7月20日に

ヽ
遊走子付けを行ない,前沖の海面下 7mに垂下し, 9月から10月にかけて2, 5度雑物除去を行ない

この時期に2-4mlこ垂下し,平内町茂滝では7月21日に八戸市深久保産の天然芽株を使用して遊走

子付けを行ない,前沖の海面下5mの所に垂下したものを9月から10月にかけて2-5mに垂下した

ものを使用した｡また蓬田村郷沢では茂滝で培養した海中培養種苗を使用した｡種菌糸は-イクレトワ

イン 6 mTLJnとV エロ糸とを使用して作製し種苗枠は50X40chiの塩ビパイプを組立てて作製した｡

海中培養種苗の本養成月日も第4表lこ示した｡

養殖施設の方式は全て延縄式tこエリ行な った｡本養成(こ当 っては室内培養種菌は親縄約 50cm毎には

さみ込みを行ない,海中培養種菌は,親縄約 15C頭毎に1回巻くように,親縄の撚に対し逆巻きに巻付

を行な った｡

測定のためのワカメのサンプリングは,室内培養種

菌を用いたワカメにつ いてはその5株を採取してこの

全個体を測定し.海中培養種苗を用いたワカメについ

ては親縄の任意の 1m以内に生育しているものゝ全個

体を測定した｡

第4表 ワカメ種苗の沖出し月日

一志戻 室内培養穫帝 海中培養種

苗茂 浦 -10月24日 11

月 15日深久保 ー10月27日

11月 9日郷 沢 11月 1日 11月 14日

試 験 結 果各地先で養成したワカメの測定結果を第5表tこ示した｡茂涌地先では室内

培養種苗によるものゝ生長紘, 1月までは良好であ ったが, 2月以降は海中培養種菌(こ追付かれる傾向

を示した｡これは実体の密度が関係しているものと思われる｡深久保では今年産は波浪の影響の少ない

沖合いに施設を移したことで,昨年と異な って室内培養種苗(こよる養殖ワカメが順調に生育した｡反面

海中培養種苗は付着生物が多か ったために幼芽の生長が遅れ,従 って草体の生長が遅れた｡郷沢では海

中培養種苗のうちハイクレトワイソを使用したものエリVエロ糸を使用したもの ゝ方がm当りの本数が

幾分多い傾向を示したが,他の試験場所では必ずしもそうではなかった｡また第5表には記載しなか っ

たが,室内培養種商と海中培養種苗による同時期の同じくらいの大きさのワカメを比較す ると室内培養

種苗によるものは,茎が長く全体に細い傾向を示しと/虜 中培養樗苗によるものは茎が短く全触 こ太い傾向を示し

ているが, これはノ･ノ生育密度が関係しているものと思われる｡すなわち海中培養種掛 こ較ぺ,室

内培養種苗は生育密度が高くなるためlこ同じ産地の芽株を使用してもこのような結果が見られるものと

思われる.同じ種苗でも時期が遅くなるlこつれて全体に太くなり,重量も名くなる穎向が見られた.

第5表 ワカメの測定結果茂 浦 測 定 月 日 1月25日

2月 20日 5月20日種 苗

1 2 5 1 2 5 1 2 5轟大全長(C,n) 80 42 62 98 78 102 115 151 152

最小全長(αl) 12 14 14 14 20 22 28 21 27平均全長(cm) 52.8 24.4 28.2 47.7 56.0 42.5 61.4
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深久保 測 定 月 日 2月 6 日 5

月 7 日種 苗 1 2

5 1 2 5最大全長(cm) 165

87 250 92 140最小全長 (cm

) 55 46 48 20 51平均全長(cm) 78.2 66.0 118.5 55.5

66.4測定本数(本) 88 5 88

47 28郷 沢 測 定 月 日 1月 2 0

日 2月 2 1 日 5月 1 9_日種 苗 1 2 5 1 2 5

1 2 5最大全長 (cm). 65 65 62 105

121 100 150 125 121最小全長 (cm). 19 20 22 18 54

19 45 55 51平均全長(cwl) 57.4 50.4 54.0 59.5 61.9 50.0 86.7 78.6 65.9

測定本数(本)

76 22 25 55 42 55 26 22 54註 :種苗の項で,弓は室

内培養種包0 2はハイクレ トワイン, 5はシュロによる海中培養積商 o Ⅲ 養 殖 状 況 調 査

ワカメの養殖状況を把握す るため,アンケー ト調査 を行な った結果 15組合か ら回答が寄せ られた｡

これに

よると今年度は青森県全体で養殖に使用された種苗のm数は昨年 とほぼ同様であ ったが,.下北,太平
洋両海区の使用種市数頃が延びた反面,陸奥湾海区の使用種苗数量が減少 した. この減少は陸奥湾Jl

海区の茸殖 ワカメが不作で あ ったのとホタテガイ漁業の進展に伴扇 ､,ワカメ養殖に対する意欲が減退

したので,陸奥湾海区で生産される海中培養種苗 と県外からの移殖種苗が減少したためと思われ る｡生産

面では下北,太平洋両海区の生出荷が増えた反面陸央湾海区の生出

荷 と下北海区の乾製品が減少した｡しかし生換算 した生産費は昨年 より50トソ多い 550 トン,

生産金額も 500万円多い 5,500万円であ った｡昭和 47年度のワカメ養殖状況

を第6表に示した｡第 6表 昭和 47年度 ワカメ養殖状況項目淘夏 種 苗 の 産 也 生 産 量 生 産 金 額地 元 県 内 県 外 合 計 与出荷 卓鮎 合 計(生換算)

生 出 荷 乾 製 品 合 計口本海 m500 孤 m Im 晦 晦 晦 円 円 1, 246,ODP]o1,550 9.600 ll,150

15,500 500 20,500 996,000 250,000陸兵湾 dC,800 4,000■■-■6,000 65.500

71,928 5,550105,428 6,160,129 1,675,000 7,855.12?下 北 .

178,600 500 179,100111,09522,075551,825 5.487.500ll,714,09417,101,594太平洋 2,590
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次に 宙 1m当たりの梅区別生産量(生換算 )及び生産金額を第7表に示した｡アソグー トは不完全

なものであるが,太平洋海区の種苗 1m当たりの生産乳 生産金額共に他海区の2倍以上であり,単価

も高いので,近い将来生産量が急増するものと思われる｡その他の海区は不作であ ったと思われるo

第7表 種静1m当たりの生産量,生産金融及び生換算単価

項目海区 1m当たりG当惑蓮 1m当てりの虫垂岳甑 生 換 算～

単 価日 本 海陸 奥 湾下 北太 平 洋 1.8 Kg/m1.61.94.4 111.7 PVm120.095.5408.1ヽ 60.8 円74.851.

595.5全県 (平均 ) 2.0 126.1




